
 

H２３.３.３ 設楽ダム魚類検討会 議事概要 
 

○日  時：平成 2３年３月３日（木） 14 時 00 分～17 時０0 分 

○議事概要： 

表 H２３.３.３ 設楽ダム魚類検討会の議事概要 

議事項目 議事内容 報告事項 委員の主な意見 意見に対する回答 

1.魚類検討
会の経緯に
ついて 

・ 魚類検討会の
経緯について
報告した。 

・ 特になし ・ 特になし ・ 特になし 

2.野外実験
について 

・ 飼育・繁殖改善
計画及び進捗
状況について
報告した。 

・ 飼育繁殖につい
てその他の飼育
施設にヒアリン
グを実施した。 

・ 水槽の配置替え
を実施した。 

・ ほぼ全ての水槽
を循環式にした。

・ 繁殖水槽で小砂利を敷かな
いということであるが、産
卵行動前に砂を敷く事例が
あること、自然に近い状態
で行動させた方が良い。 

・ 事務局：底砂利については、
使用するということで検討
する。 

・ 水温管理は、年間を通じて
の水温変化に留意した管理
を行うべきである。 

・ 野外でいつも繁殖産卵して
いる場所の水温を参考にす
べきである。 

・ 事務局：過去の飼育施設や
野外での水温データを整理
し、その結果を踏まえて、
対応を検討する。 

・ 放流実験のモ
ニタリング調
査結果につい
て報告した。 

・ 10 月調査では確
認できなかった。

・ 特になし ・ 特になし 

・ 平成 23 年 3月
放流実験の実
施について協
議した。 

・ 放流個体のコン
ディションが十
分に回復しなか
ったことから、平
成23年3月放流
は見送ることを
提案した。 

・ 特になし ・ 特になし 

・ 放流実験ケー
スの改善につ
いて提案を行
った。 

・ 実験ケース２及
び２´について
現状の課題を整
理した上で、実験
方法の改善案を
提案した。 

・ 構造物の野外投入は、同じ
場所にエコアップするの
か。また、野外投入は来年
度から実施するのか。 

・ 事務局：可能であれば、同
じ場所で来年度から実施し
たい。 

・ 構造維持、構造物の詳細な
設置場所、構造物を設置し
た効果の評価方法が課題で
ある。 

・ 事務局：今後ご指摘の点に
ついて検討していく。 

3.人工水路
実験につい
て  

・ 繁殖場実験計
画（案）につい
て報告した。 

・ 野外での実施に
向けた繁殖場実
験計画（案）を提
案した。 

・ 野外での繁殖場実験は、夏
季に実施するため、人工繁
殖場が夏季に安定して維持
されるかが疑問である。 

・ 事務局：アンカー等で固定
して設置することを考えて
いる。 

・ 人工繁殖場を置く場所と評
価について検討すること。

・ 人工繁殖場の設置数や規模
も考えること。 

・ 事務局：繁殖場実験につい
ては、今後調査計画の検討
を行っていく。 

4.支川のポ
テンシャル
について 

・ 前回検討会に
おける指摘に
対する対応方
針を報告した。

・ 支川の歴史的変
遷について報告
した。 

・ 間隙水把握の調
査計画（案）を提
案した。 

・ 分散能力の低い魚類の生息
密度が低いということは、
一般には餌料、洪水撹乱の
影響が考えられるが、その
辺は検討済みであるか。 

・ 事務局：当初、餌料は少な
いと考えていたが、実際調
査すると、砂防堰堤下のみ
少なかっただけで、その他
の箇所は少なくはない。 

 



 

 
 

議事項目 議事内容 報告事項 委員の主な意見 意見に対する回答 

4.支川のポ
テンシャル
について 

・ 前回検討会に
おける指摘に
対する対応方
針を報告した。

・ 支川の歴史的変
遷について報告
した。 

・ 間隙水把握の調
査計画（案）を
提案した。 

・ これまでの調査・検討によっ
て全て解決したのか。それと
も積み残しがあるのか。 

・ 全体フレームで何が解決し
ていて、何が未解決なのかを
明らかにすべきである。 

・ 事務局：これまでの検討項
目を整理し、未解決な項目
を抽出し、今後も分析・検
討を継続する。 

・ 愛知県工事へ
の対応につい
て報告した。 

・ 工事箇所の改善
方針及び今後の
スケジュールを
提案した。 

・ 愛知県の事業に指導はでき
るのか。 

・ 今後は、概略設計段階で知恵
を絞った方がその後の自由
度が高く有効である。 

・ 事務局：設楽ダムでの検討
をできる限り活かす方向で
調整している。今後も連
携・協力しながら整備を進
める。 

・ 支川の遺伝子
解析結果につ
いて報告した。

・ 支川の遺伝子は
他地点と異なる
ことから、今後、
別集団として取
り扱っていく。 

・ 特になし ・ 特になし 

5.モニタリ
ング調査結
果について 

・ 今年度実施し
たモニタリン
グ調査結果を
報告した。 

・ 来年度の調査
計画(案)を提案
した。 

・ ダム下流の豊川
本川でハビタッ
ト変動が大きい
ことが示唆され
た。 

・ 本調査結果は重要なデータ
だと考えている。今後も継続
して調査を実施して欲しい。

・ 特になし 

6.ダム下流
河川につい
て 

・ 既設ダム下流
における事例
を整理して報
告した。 

・ ネコギギが確認
場所と未確認場
所で底生動物の
個体数に違いが
みられた。 

・ 他県の河川でネコギギの分
布パターンが調査されてい
るので、参考にすべきであ
る。 

・ 事務局：情報を収集する。

7.今後の調
査・検討計
画(案)につ
いて 

・ 今後の調査・検
討計画(案)につ
いて報告した。

・ ネコギギ保全に
向けた対応方針
を提案した。 

・ 特になし ・ 特になし 

８.その他 ・ その他希少魚
類の調査結果
及び今後の対
応を報告した。

・ その他希少魚類
の調査結果及び
今後の対応を報
告した。 

・ ネコギギと比べ、その他希少
魚類の対応に差がある。同列
に並べて検討して欲しい。 

・ 事務局：その他希少魚類に
ついても、今後詳細な検討
を実施していく。 

 


